











































2015 年春学期「大学生のための文章作成」の授業である。履修者は 6 名（男子学生 2 名、



































































































































































問題提起文の論理性 論　文 ・問題提起文の書き方（2 名）
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人数を示している。
表 5　教員と学生のレポート評価（単位は人）　*（　 ）は未回答の人数
評 　 優秀 良 要再学習
価 観点 教員 学生 教員 学生 教員 学生
段落（形式段落） 6 4 （2）
文体（常体） 6 4 （2）
表記（誤字・脱字） 6 4 （2）
高 問題提起 5 5 1 1
い 序論 5 6 1
文の長さ 5 5 1 （1）
問題提起の答え 4 5 2 1
事実と意見（誰の意見か） 4 5 2 1
中心文（一段落、一中心文） 3 4 2 1 1 （1）
文のわかりやすさ 3 4 3 2
結論 3 4 3 2
引用形式（ルール） 3 4 2 1 1 1
根拠 2 3 4 3
低 引用内容（解釈） 2 5 3 1 1
い 本論 1 4 5 2
語句（適切な語句の選択） 1 4 4 2 1
参考文献（参考文献リスト） 1 5 5 1






次に、教員が 6 名中 4 名以上に良い評価をした項目は、問題提起、序論、文の長さ、
問題提起の答え、事実と意見であった。問題提起文に関しては、論証レポートにおいて











































めに、各 SJ コースや 2016 年新設の日本語講読の授業との連携の重要性を指摘した。




ズも異なる傾向がある。9 月入学者と 4 月入学者でも、当然、学習ニーズは異なり、既
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ブリック評価入門』玉川大学出版　Dannelle D. Stevens & Antonia J. Levi (2013). 
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